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何人かの大学の先生から「臨床心理学科

の学生が、心理学以外の話を聞こうとしな

い」という話を聞いた。「それは心理学に関

係ありますか？」とか言われるようだ。まる

で関係ない分野ならまだしも、社会学関連

などもダメだったりするそうだ。 

これも、コストパフォーマンス、タイムパフ

ォーマンスの話になるのだろう。公認心理師

の資格を取るだけであれば、社会学の勉強

は不要なのかもしれない。ましてや、日常生

活のことは試験に出ないのだろう。 

でも、我々が相手にするのは生きている

人、生活している人たちである。「精神病の

人」が困っているのは、病気そのものだけで

はないはずだ。そもそも、その病気のことだ

って、「脳のこの部分が不具合を起こしてい

るからそこを治す」というたぐいのものでは

ない。社会、地域、家族なども考慮してかか

わる必要があることも学ぶ必要がある。むし

ろ、何を学んでも治療的かかわりの邪魔に

なることはないのではないだろうか。よりよ

い臨床家になるには、心理学の知識だけで

足りるはずがなく、心理学のみ学ぼうとする

ことは、結果的に非常にコストパフォーマン

スが悪いことになるのだ。 

 

コスパ・タイパを求める話をよく耳にす

る。毎回、「それってほんとにコスパいい

の？？」という疑問が沸く。 

仕事でも、「これって意味あるんですか？」

とか「自分の成長に結びつかないですよ

ね？」みたいなことを言う人はいる。もちろ

ん、不合理で非効率なものはどんどん効率

化していけばいいのだが、「いまそういうや

り方をしていること」だって、それなりに先

人が工夫した結果であるともいえる。それを

踏まえて考えてみたほうが、結局はコスパが

よいことになるのではないだろうか。 

いわば「表面的なコスパタイパ思考の人」-

コスパニアンと呼ぶことにする-は、「今やろ

うとするものが、直接的に役に立つのか」と

いう思考になるようだ。そういう人にとって

は、実験心理などの基礎的な学問はタイパ

が悪いのだろうし、意味のあるものととらえ

られないのだろう。「イマドキの若者は」とい

う論調で語られることも多いが、大人だって

同じことをしていて、「通常業務が忙しいか

ら外部研修に出さない」など、すぐ役に立つ

かわからないものからお金や時間が減らさ

れていく。 

世の中が表面的でわかりやすい因果関係

のもとに動いているようにも感じられる。 

 

コスパニアンは、目先のことにとらわれが

ちである。 

 

「朝の挨拶なんて、コスパ悪くないです

か？中身ゼロですし」 

たしかに「おはようございます」自体に情

報量はない。でも、実は一番効くコミュニケ

ーションだったりする。挨拶を省略した結

果、その後の相談や報告がやりづらくなっ

て、余計な気を遣う羽目になるなら、それは

3秒をケチって、後で何倍もの時間を払って

いるだけなのではないか。実は、挨拶って一

番コスパがよいのだ。 
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「職場の飲み会はコスパがわるい」 

確かに億劫なことはあるだろうが、年２回

くらいなら行ったほうがいい。お金はかかる

し、おっさんの自慢話なんて聞きたくないけ

ど、職場での円滑な人間関係を作っておい

たほうが、絶対にコスパはいいはず。６割つ

まらないかもしれないけど、４割くらいは楽

しいことも起きるのではないだろうか。「そ

んなことはない、１０割すべてつまらん」とい

うことであれば、そもそもそこはよい職場で

はないのかもしれない。 

 

「大学の授業なんて、やりたいとかじゃな

くて、コスパよく単位がとれるかどうかでし

ょ」 

大学って、専門の学部があるんだけど、そ

のほかの授業もとれるのが魅力である。専

門で学んだこと以外の仕事についている人

なんて、当たり前にたくさんいるよね。幅を

広げる機会を自ら捨てていっているかもし

れない。 

 

コスパニアンって、まず「それが役に立つ

かどうか」を考えているように思う。じゃあ、

そうじゃない人ってどんな人だろう？ 

それは「おもしろそう」で動ける人なのだ

と思う。役に立つかどうかも考えたりするけ

ど、まずは「なにそれおもしろそう！」で物事

をはじめてしまう。結果として役に立つこと

もあるし、立たないこともある。「意味がある

のかないのか」はあとからついてくるもので

はないだろうか。好奇心で動いちゃう人 

-キュリオニアン-としておこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュリオニアンって、ぱっとみ、割に合わ

ないこともたくさんする。寄り道もするし、

仕事に関係ない集まりにも行ったりする。

「なんとなく」とか「思いつき」で行動したり、

誘われたらホイホイついていったりして、表

面的なコスパはだいぶ悪いようにもみえる

だろう。でも、そういう、とるに足らないもの

を、おもしろがってたくさんたくさん積み重

ねて出来上がったものが大事なものだった

りするのだ。必要なものだけを積み重ねた

ものはとても脆く、いわば、つぶしがきかな

い。うまくいかなかったとき、それしかない

のでリカバリーが難しい。不要と思われるも

のも含めてたくさん積み重ねてあると、「こ

っちがだめならこっちいってみるか」ができ

るようになるし、それを楽しめる。 

うまくいかなかったときだけではない。い

ろんな人のいろんな考えが理解できやすく

なるのだ。視野が広くなるといってもいい

だろう。自分の広さの土台を作るのが、そう

いう、一見コスパが悪そうにみえるものの積

み重ねなのだろう。たぶん、キュリオニアン

でいたほうが人生は楽しくなる。もちろん、

よりよい対人援助をするには、キュリオニア

ンたれ。 

 

 

  


